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　北海道立総合研究機構水産研究本部の水産試験場は次の機関をもって構成されており，北海道水産試験場
研究報告は，これらの機関における研究業績を登載したものです。

　In addition, the Fisheries Research Department of the Hokkaido Research Organization will now comprise the 
following seven local Fisheries Research Institutes. The study achievements of these institutes will be published in 
the “Scientific reports of  Hokkaido Fisheries Research Institutes”.

地方独立行政法人
北海道立総合研究機構

水産研究本部
（Local Independent Administrative Agency

Hokkaido Research Organization
Fisheries Research Department）

中央水産試験場
(Central Fisheries Research Institute)

046-8555
余市郡余市町浜中町238
(Hamanaka-cho, Yoichi, Hokkaido 046-8555, Japan)

函館水産試験場
(Hakodate Fisheries Research Institute)
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籠中で飼育したマナマコの個体別成長とばらつき

田園大樹，合田浩朗，中島幹二， 
佐藤　一，永田淳人，本前伸一

マナマコの成長を個体別に追跡し，個体差が生じる要
因について検討した。漁港に設置した着底籠内に1個体
ずつ収容し，月に一度，湿重量の測定を行った。Specific 
growth rate（SGR）と水温との間には負の相関がみられ
た。SGRは約30 gの小型区ではばらつきが大きかったが，
約160 gの大型区ではばらつきが小さかった。小型区で
は成長に伴う夏眠に至る温度の変化により，個体差が生
じたと考えられた。小型区で比較的成長成績が良好だっ
た個体と成長不良の個体とでは季節的なSGRのパターン
が異なっており，パターンから外れた個体はばらつきの
原因の一つとなっていると考えられた。

A536　北水試研報　90　1－11　2016

リアルタイムPCRを用いたホソメコンブ遊走子の定量
法（技術報告）

高谷義幸，秋野秀樹，四ツ倉典滋

リアルタイムPCRでホソメコンブ遊走子を定量するた
めの手法を開発した。遊走子を含む海水を濾過したフィ
ル タ ー か ら 市 販 の キ ッ ト を 用 い てDNAを 抽 出 し，
Internal transcribed spacer-1領域内に作成したプライマー
で目的の塩基配列をリアルタイムPCRによって増幅する
ことで，遊走子を定量的に検出できた。また，定量下限
値について検討した結果，DNA抽出液中に遊走子2000

個分以上のDNAを含む場合には正確な定量ができたが，
これ以下では正確性を欠き，30個以下では検出できなか
った。

A537　北水試研報　90　13－16　2016

北海道，噴火湾における麻痺性貝毒原因プランクトン
Alexandrium tamarenseと環境要因，特に冬季から春季
の降水量との長期変動における関係（資料）

吉田秀嗣，金森　誠，西田芳則

北海道噴火湾における麻痺性貝毒原因プランクトン
Alexandrium tamarenseのブルーム発生機構の解明および
ホタテガイ出荷規制の事前予測に関する基礎資料を得る
ため，1983～2015年に虻田沖1マイルの調査点において，
1,000細胞L-1を超えてA. tamarenseが出現した時期および
深度ならびに海洋環境（水温，塩分，鉛直安定度）との
関連について検討した。5月または6月から表層に1,000

細 胞L-1を 超 え るA. tamarenseが 出 現 し た 年 は，1984，
1986，1987，2006，2015年であり，深度0－10m間の鉛
直安定度が高かった。これは冬季から春季（1～4月）の
降水量が多かったことと関連した。冬季から春季の降水
量は長期的に低下傾向にあり，今後も降水量が少ない環
境が続けば，1,000細胞L-1を超える出現は，1980年代の
ように頻繁には起こらないと推察された。

A538　北水試研報　90　17－32　2016

北海道の 4 河川におけるブラウントラウトと在来サケ科
魚類の生息密度の10年変化（資料）

　下田和孝，鷹見達也，青山智哉， 
坂本博幸，大久保進一，竹内勝巳

北海道の4河川で2011～2012年にブラウントラウトと
在来サケ科魚類の生息密度を調べ，約10年前の調査結果
と比較した。尻別川支流昆布川ではブラウントラウトの
生息域が拡大したが，在来サケ科魚類の生息状況に目立
った変化はなかった。千歳川支流のママチ川ではブラウ
ントラウトの生息域が拡大し生息密度が上昇した一方で，
アメマスの分布域の縮小と生息密度の低下が認められた。
千歳川支流の紋別川では中・下流域の優占種がアメマス
からブラウントラウトに置き換わった状態が維持され，
ブラウントラウトの生息域は上流へ拡大した。千歳川支
流の長都川では，10年前にはブラウントラウトは採捕さ
れなかったが，今回1個体が採捕された。

A539　北水試研報　90　33－45　2016
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カラフトマス稚魚の産卵場からの降河移動（資料）

虎尾　充

2013～2015年の4～6月に，北海道東部の当幌川支流サ
クラ川において自然産卵に由来するカラフトマス稚魚の
降河生態を調査した。サクラ川のカラフトマス産卵場の
下流にふくべ網を設置し稚魚を採集した。カラフトマス
稚魚は4月上旬～5月中旬に採集され，採集盛期は4月下
旬ないし5月上旬であった。稚魚の降河は日没後の19～
20時をピークとした夜間に限られていた。採集された稚
魚のうち，およそ40%が腹腔内に卵黄が残存し，また採
集期間を通じて多くの個体が空胃であった（空胃率75～
100%）。これらのことから，産卵場の砂礫中から浮上し
たカラフトマス稚魚は，摂餌を行わず直ちに降河すると
考えられた。

A540　北水試研報　90　47－52　2016
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